
占子兎勧胤廟掛二よ名歌の肥育就う醜（予備〕  

姐ぎ 象叫正夫  菅原衆人、髄  

大筋哲也  加藤已え昌   

／、冒的   

的鯛の形態を朋けると称癖（殉メしf㌔∴（ノ止）凱計飼帰（β摘録りち・・；訳＼   

に級f」嘲（甚扇イれ収A）射㍍細浦例解し長イん戎紳レく）に天利さ机＼こ   

のうち一堰蜘二郎給餌＝∩靖化辛が憬れているとこれているが 犬規贋嶺・豚   

に虫し＼てぼ、給儲労乃の牒かγLと倒畔効率の培遁のため仁流軌匿飼料にふ   

る舶ぬ倒が普及しノ・つつあノる塊状に飽ふて、1給笥形隠n再碑弱をそ舌う・少啓   

があると眉えられるのて、飼姦智理隠術件吊化の⊥環ヒして本諌観え央施   

した〃  

ユ．武敵方法   

り 期  間  昭利〃β斗／ヱ日／ゲElカ、ら柑新卒／卑∫戸Lいブヨま王   

ヱ）俣洩豚  娼和牛♂早秋当墳生産の∃一っ∑ヤー硬ユ凰／ユ敦凌．  

試験区、華照ノ監、対照コ虹に丸々身顔づっ絶やした。  

J〕管  理  供試歓は、J、j〃〃ど の編く屠1二．′′乾イ′1畔執し、至渇の  

慣行法によって一敗智頭を子吉った。  

転ぶ・齢朗何奴牒L君照／直之除いてJ♂Aタ以降庄ノ日ユ酎二分与  

した。  

¢ノ 辣散剤間の区分  戦帝劇問え体雷仁よって下怒りとより区命した。  

舞ノ難；体重〕β招・＝」∵＼′Jβ／†タ私確  

率上期；体室げクノ留以上～∫レ′りÅ牒  

帯J刻；体重√♂／肇以上へタ♂／くタよで  

詔 給与飼料  執験中に給与した飼和ま下記のとありである。  

淡考ぇ区  麻 考。  対照茸監  羽黒／区   ‾  
汀「言「 ノ棟凰／号  「森豆丁毒 磯風／胃喜   

檎定／うゎ和梱牌如鯛  

ノ険尼／雪  各区凰紳リ  

く励、荊射摘離合！郎紘鯛お旬ぎ  
同  上 ‡ 何  ノ険～ミュ考  月  上  上  

呵照Ⅱ直訴よび軌於i互醸与蘭堪の絶命風合  

上 斎場扁  入即自≧魚脂  

／ス トノエヱ！占プ．／喜   聖当選車型  
くみ掛、前期  ＼亘＿中二ヽ  仕   一・－－・－－－川■－・・ j   

点り＝ノり之‡∠〃乙 ．エス  ，」，，二  
＿．上、∴二＿二二…  

（／／∂）  



∠ト飼料給与日登 圃験期間中の給与日劇才鳳鱒下飽の毒草ドよって   

行っ／こ。  

J、剖験乃麗果と虜虞  

／）裸一俵状況と使炭坑隠  

∂♂傍以降の終埼速亙を叱・ヾると、就應正が凋も速く、対貯区との瑚  

に著しし＼産ボあり．乾勃放銅鉾の喀脚蛙の艮トニとがうかがわれたか．  

国教り倭脾では－申ド噴いこほヾしがよられ雲＝まか．対照／区の県有本朝   

で、lま、もて赦し風味の惧向にあったたれ最高日置で、ノ顕は々、訝／惨、   

他の3頭につし＼ても庫内観力赦敢塞準せより′いなし＼J、ク／辱が泉南裸佼垣  

で、あった。  

また、就離期間中、対照ヱ凰のノ1現は．生傷臼今／クj 甘からノβ∂  

召までの占日剛二わたり、竃ノ性胃カタルのため食柊が満足し、一時苑帝   

の停滞色訪・たたゎに・よ∂㊥ク＼ら㌻∂脅の研摩日鶴ては7∂召と番む争  

く草したが、偲ぼ憫れも頒書馴二推移Lた，，   

ユ）禿  胃＝  

よβ脅からタ♂／怒の所掌日放及び、／叩・呵増体質は．泉／のとありて   

あり、野蚕日数で朋摘港叫机偲隼りり・またバラツ革もむ貴かっ  

た。   

／日干廊曽体重仁つし、て臥紙級区占ク∫くダ±ノ∫・∂タ、対園ユ正  

∫■∂ノ♂±ノ久j、g・■対照ノ軋、一ナ占占き土ノさ・4タであったが・ニれ   

らの困には璃蕎麦ケ認めら九了－．一句礼し牌詞な港南せ芹LTこものと考え  

ら丸る。  

（／／㌍）   



泉／  所∴雫 一日孝女 βしぴ／日 平均 増／払里  

㌢l］1軋  ！／目 ヰ，珂常体更i   
ル川   

タグ∠窄j全期間   賢  ）－1・－‰証摘画   
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P、∫  ノ／実C   
〟P㌘  占♂J  
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・ ′占、ぴ   ∫p9   クβク   
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±タ、5  

．、－ブ．、   

工／、∫  

∂）ノ飼贈－の利用粗   

倒榔打常置とモの零乗車については・嵐ユのとぉりであり．試鰊区が   

蔑も優れていた。   

野毛・句碑清雲蔓ヒつし＼ては、試験凰エコノ、∂慢工♂・∫′曽、東関ヱ   

区・ユヱふノ厚 土ク、ウノ9であり．t叔定を訳読たところ、同じ眉憐   

瀞歳のもの盈与えた両区の間にはぇが緩められなかったが、乳酸区ヒ東   

軍ノ区、耐酸ユ区と清岡／区と」り沼＝ニは、夫々／ス及ボナ岩泉準で廟亀、  

崖が観・められる，   

また、飼昭質札牢についても就赦区∂、ノ∫／工ク、／ク、対席ユ区♂、ユ∫チ   

エ‘㌧／／、対月だ／監J、∫∠夢土クノ∫であり飼蝉済費思と同席薫恵屋、が弱め   

られた．   

泉 之  摺司解 消儲畳 と 蜃来季  

Ⅸ   ノカ・  個 解 河 質 量   J♂仇〝きトがL9ク栢   金属弓  対照ノ鑑＿  94㌻工£／留  レ5甘．3±クJ′汐  ヱ〟ヲ、夢土  劉照ヱ区  曾ヲ、㌻士汐．〃  ／♂伊．占工jク  Jコa／±  封■歌風  汐．占P士ヱ．∫  ／3〟．i土ウノ ノ⊃′ク土  
龍．米√ズれ羊着払．栄米／Z水準有患  

必．各級解体戴碗  

9♂庵到達磯ク日次内ヒ屠叔解体を香し、、約ヱ＃痺筒冷凍枚】今後、斡   

暗に徹し＼一各部也委晩慄した‾各県ぼ∴泉3あよび表率のとありであったゎ   

即ち．版画常佃の最も重要な菟観である賛鮨筋屠の厚さにつし＼て「L   

∂幹倣平均で、東児／、ヱ正とも大々J、タaケレ、試験区J．∫c〃しと公取  

（／／∫）   



的に卑矩の棟内にあったが、各星間ヒ素最低が訳りら札す、■．何れしj軋／伝  

的な塚田が大きくす絶しているものと．者えられる。   

国体の佼さについては∴各軋l二相当短かいものがみう．けられたが、こ  

れらは何れも月汲豚であったことから考え．遺伝的雫町二基くものて考  

ろう，   

原体の悔や、ロースの断面蔵につし＼ては、何れも唐草的な数個盈示し  

てあり、名、民間に入居がなく、また．大風肉片わ割合についでもほほ“鼓  

な子な衛兵盈蘇した。   

なム、肉質ヒつし＼ても、その色沢、肉緊り、熊肝のワシあ状憾、食凍  

寒各区間仁ゑ都なかったっ  

濃 J  溶 断 肩 の ノ考 ミ  

屠／体 預り 詮 値  

二・・  感邑ノ良  
区  分  

体里   …斎1 料  け慄／区  弘㌔  ∠♂、   
i中晩ユ区  8号、∫」∠a   

歌，験 区  汐ク、4  占a   

え剖肉片の屈  

体・釘／  

㌔
 
∫
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Jコ．9jノ訝．9   

ノク・7；ふ己・ク ノクノ …Jフ、才   
タ、単  軸   

倒鼎の風艶物亘塵に対して、ユ、∫借り加水をレた紀動低額牒＝こよる肥育   
珂験の給泉乞要約す丸底■－、胤ね下缶のと為りである。  

／）J∂〃♂以牒の隕斉藤に対する洗帝位飼料の刺子雌は摂萬であったd   

コノ 流動健闘割によれぼ、阻斉後期の鮨与壇を抑糾し局い。  

J）肥育後期の給与日量置礫虔基準貴より減じたか、その増体仁は影響を   

敬めなかった，   

〟）肥育後項の鈴与日量患牒す、る＝ととよって、儲僻零求辛を改善するこ  

とが出釆る，  

・∫ノ 上記琴来車の牧草は．飼料のノ食いこぼしの関止ヒ、済化李の同上によ  

（ノノ占）   



るものではないかと着えられる。  

る）流動低層堆のぬヰが、屠備の品則こ特に竃殿舎を及ぼすようなことは   

ない。  

（／′7）   


